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１．はじめに 

 

碓井中学校区義務教育学校開校準備委員会（以下「開校準備委員会」という。）

は令和３年３月１６日に嘉麻市教育委員会から、次の事項について諮問を受け

た。 

 

◎碓井中学校区義務教育学校開校準備について 

 ・義務教育学校の名称に関する事項 

 ・義務教育学校の校章に関する事項 

 ・義務教育学校の校歌に関する事項 

 ・その他義務教育学校の開校準備に関する事項 

 

本開校準備委員会は、委員を学識経験者（教育公務員経験者）、保護者の代表

者（PTA）、公共的団体が推薦する者（行政区長・青少年育成住民会議）、学校の

代表者及び関係者（校長・教頭・推薦者）で組織し、協議の中に碓井中学校区の

住民と保護者の意見及び学校としての意見を広く反映できるものとなっている。 

本書は、上記諮問事項のうち、既に中間答申を行っている「義務教育学校の名

称に関する事項」（令和３年７月２１日付け、答申書により教育委員会に答申済）

を除く、「義務教育学校の校章に関する事項」、「義務教育学校の校歌に関する事

項」及び「その他義務教育学校の開校準備に関する事項」について答申するもの

である。 

 

校章及び校歌については、学校名称と同じく後世まで記録され、また、これか

ら碓井義務教育学校に通学する児童生徒にとって、生涯にわたる重要な思い出

となるものであるため、原案公募、学校意見等を通じ、関係児童生徒や新たに開

校する義務教育学校を応援していただける方、又は関心がある方を対象に協力

を求め、開校準備委員会での審議を経て、答申を決定したものである。 

 

また、その他義務教育学校の開校準備に関する事項についても、碓井義務教

育学校の開校にかかる閉校記念事業及び開校記念事業について意見を付したも

のである。 

 

本書が広く嘉麻市民の理解を得て、地域の住民及び児童生徒にとって誇り高

く、愛される校章・校歌となることを強く期待する。
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２．審議の内容と結果 

 

（１）校章について 

 

①校章デザインの公募について 

開校準備委員会では、学校名称を選定したときと同様に、より多くの方か

ら意見をいただくことができるよう公募型手法を用いることとした。 

 

[募集内容] 

義務教育学校の校章デザイン、校章デザインの説明と込めた思い 

 

[募集期間] 

令和４年１月１日から令和４年２月１４日まで（１か月半） 

 

[応募資格] 

・新たに開校する義務教育学校を応援していただける方、又は関心がある方 

・一人一点まで 

・団体での応募も可 

 

[応募基準] 

・応募デザインは未発表のものとし、他の著作権に抵触しないもの 

 

[その他] 

・選定した校章デザインの著作権は嘉麻市教育委員会に帰属する 

・校章デザインに、一部補正・修正等を行うことがある 

 

②校章デザインの応募結果について 

公募の結果、応募条件を満たした校章デザインについては、「資料１ 校章

デザインの応募結果」に記載したとおり。 

応募総数：５４件 

 

③校章デザインの選定について 

開校準備委員会では、まず開校準備委員会で選定を行った後、最終選定に

向けた参考意見聴取として、対象児童生徒の意向調査を行った。その後、参

考意見を考慮しながら最終選定を実施し、開校準備委員会として碓井義務教

育学校の校章デザインを決定した。 
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④校章デザインの決定について 

碓井義務教育学校の校章デザインとして決定する。（資料２ モノクロ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選定にあたり、新しい義務教育学校のイメÜジに合うデザインである  

か、カラー・モノクロ両方の仕様でも映えるデザインか、校章デザイン応募

者と嘉麻市の思いが合致しているか、子ども達の意向はどうかなど様々な視

点から協議を行った。 

最終的に、義務教育９年間を育む碓井義務教育学校にふさわしい校章  

デザインとして、郷土の歴史と文化が刻み込まれた、現在の小学校と中学校

の校章を融合させた小中一体校章が良いとの意見に収束し、開校準備委員会

として校章デザインを決定した。 

 

⑤校章デザインの審議経過 

応募のあった校章デザインの中から慎重に審議し、選定を行った。 

第６回開校準備委員会では、委員の意見書により、２７案に絞り込みを行

った。 

第７回開校準備委員会では、第６回開校準備委員会で絞り込んだ校章デザ

インについて更に選定を行い、９案に絞り込みを行った。 

第８回開校準備委員会では、第７回開校準備委員会で絞り込んだ校章デザ

インについて補正・修正を行ったものを作成し、再度選定を行い、８案に絞

り込みを行った。 

第９回開校準備委員会では、５案に絞り込みを行い、対象校の児童生徒の

意向調査を実施することを決定した。 
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第１０回開校準備委員会では、児童生徒の意向調査の結果を考慮しながら

協議を行い、全会一致で校章デザインを最終決定した。 

 

 ＜選定に係る主な意見＞ 

  ・制服や部活動ユニフォームにワッペンとして付けるならシンプルな校章

が良いと思う。 

・校舎に付けられることを思うとシンプルすぎるものは寂しいと思う。 

  ・制服のワッペンは校章でなくてもいい。校章単体として選定する方が良い。 

  ・大人と子どもは価値観が違うから子ども達の意向を知りたい。 

   

 

（２）校歌について 

 

①校歌について 

開校準備委員会では、碓井義務教育学校の校歌について先行事例を参考 

に、現行の校歌を継承した場合と、新たに校歌を制作した場合の２つのパタ

ーンについて協議を行うこととした。 

 

[現行校歌の継承] 

ⅰ現中学校の校歌を継承する 

ⅱ現小学校の校歌を継承する 

ⅲ現小学校と中学校の両校歌を、第１校歌・第２校歌などとして継承する 

 

[新たな校歌の制作] 

・作詞方法 ⅰフレーズを募集する 

ⅱ歌詞全体を募集する 

ⅲ作詞家に依頼する  等 

・作曲方法 ⅰ曲を募集する 

      ⅱ音楽家教員に依頼する 

      ⅲ作曲家に依頼する  等 

 

②校歌の選定について 

開校準備委員会では、まず開校準備委員会で審議を行い、委員選出団体等

からの意見を考慮しながら、碓井義務教育学校の校歌を決定した。 
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③校歌の決定について 

碓井義務教育学校の校歌として決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選定にあたり、児童生徒が歌いやすい校歌か、現行校歌の継承が可能か、

新たに校歌を作成するにあたっての課題点は何かなど様々な視点から協議

を行った。 

最終的に、在校生・卒業生・地元住民が共に歌える現碓井小学校校歌、現

碓井中学校校歌を碓井義務教育学校の校歌として継承することとした。現碓

井中学校校歌を第一校歌、現碓井小学校校歌を第二校歌とし、校歌の運用に

ついては、学校運営の中で選択するとの意見に収束し、開校準備委員会とし

て校歌を選定することとした。 

 

第二校歌 

（碓井小学校校歌） 作詞 谷口廣保 作曲 坂本不二夫 

 

１ 緑も深き ことひらの       ２ 春らんまんの 花の有 

        かわらぬ姿 あおぎつつ        秋りんれつの 霜の朝 

        長き歴史と 伝統に          学びの道を たゆみなく 

        つどう健児や 千有余         進む希望の 峰たかし 

        つどう健児や 千有余         進む希望の 峰たかし 

 

３ 嘉麻の流れの 水のごと      ４ ああ健やかな 身と心 

        真心強く 結ばれて          きたえしほまれ 受けつぎて 

        正しく強く 打ちたてん        文化の理想 あおぎつつ 

        自治はわれらの 光なれ        伸びなんいざや 碓井校 

        自治はわれらの 光なれ        伸びなんいざや 碓井校 

 

第一校歌 

（碓井中学校校歌） 作詞 田生久 作曲 岩田達生 

 

１ 木々の緑の さまざまに   ２ 永泉に湧くや 岩清水    ３ 琴平吹雪に 身を鍛え 

   朝日に映ゆる 長谷山の     注ぐ田毎に 澄む月の      嘉麻の瀬音に うたを賞で 

   正気の集う 若人の       真如和光の ます鏡       学びの道を 究めつつ 

   ちぎりも深し 碓井校      自らとぐや あけ暮れに     故郷の文化を 打ちたてん 
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④校歌の審議経過 

第４回開校準備委員会では、先行事例を参考に選定の方向性を審議した。 

第５回開校準備委員会では、現行校歌を継承する方向で決定した。 

第６回及び第７回開校準備委員会は、書面開催としたため校歌の審議なし。 

第８回開校準備委員会では、校歌の運用方法ついて確認を行った。 

第９回開校準備委員会では、校歌の歌詞について確認を行った。 

第１０回開校準備委員会では、現小学校と現中学校の両校歌を継承するこ

ととし、第一校歌を現中学校校歌、第二校歌を現小学校校歌として設定し、

校歌の運用方法については学校運営の中で選択することを決定した。 

 

＜選定に係る主な意見＞ 

・現行の校歌を継承することが良いと思う。 

・小学校校歌は、音程が高く児童が十分には歌えていない。 

・小学校校歌は音程が高いため、編曲をして歌いやすく、口ずさみたくなるよ

うな校歌にできないか。 

・小学校校歌を２部合唱などにして高音と低音に分けれないのか。 

・今の校歌を編曲するとなると作曲家の許諾が必要となり、時間的に開校に間

に合わなくなる可能があるのではないか。 

・中学校校歌は歌詞が難しい。児童が歌うには歌詞の意味が分からず、心を込

めた歌が歌えないのではないか。 

・新しく募集をかけて新しい校歌にするよりも、現行の校歌を継承したい。 

・歴史として今まで刻まれてきた今の校歌を残していきたい。 

・時と場合によって選んでもらえるようにどっちも残していた方がいい。 

・地元住民は、小学校と中学校のどちらの校歌にも愛着がある。 

・聞き慣れているのは小学校校歌で、歌いやすいのは中学校校歌だと思う。 

・子ども達の変声期のことなどを考えると、中学校校歌を第一校歌にした方が

歌いやすいと思う。 

 

（３）その他義務教育学校の開校準備に関する事項について 

 

閉校記念事業及び開校記念事業について、開校準備委員会として次のように

希望する。 

義務教育学校の開校にあたり、長い歴史を持った小学校及び中学校が閉校を

迎えるため、学校の記録を残す事業を行ってほしい。 

また、開校記念事業については、地域コミュニティの核として地域住民に祝

福される義務教育学校となるよう、開校記念事業を検討し、実行委員会等の自

主団体が設立された際には、活動経費に関し財政的な支援を期待する。 
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３．おわりに 

 

開校準備委員会では、教育委員会から諮問を受けた校章、校歌及びその他義務

教育学校の開校準備に関する事項について慎重に審議を行った。 

 

今後、校章・校歌については、答申に基づき教育委員会で速やかに決定され、

校章については施設の外観デザイン等の象徴として、また、校歌については対象

校において合唱等の練習を行い、碓井義務教育学校の開校式等において声高ら

かに歌ってほしいと期待するものである。 

 

開校を８か月後に控え、開校準備委員会としての活動は本答申をもって目的

を達するが、碓井義務教育学校が、地域の核として、地域に開かれた学校となり、

保護者はもとより地域住民との協働による教育活動を実践し、幅広い方々に見

守られながら、次代を担う児童生徒を育成できる学校となること。また、様々な

教育活動に柔軟に対応できる校舎を最大限活用し、児童生徒の特性に応じた教

育活動を実践する中で、児童生徒一人一人が健やかに学校生活を送りながら可

能性を最大限に広げていくことを期待する。 

 

最後に、小学校と中学校が統合し、一つの学校になる嘉麻市として初の取組み

であり、教育委員会、学校、保護者、地域それぞれが密に連携を図りながら、円

滑に義務教育学校の開校を迎えられることを切に願い結びとする。 
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資料１ 校章デザインの応募結果 

 

１  ２  3   4  

5  6  7  8  

9  10  11  12  

13  14  15  16  

17  18  19  20  

21  22  23  24  

25  26  27  28  
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29  30  31  32  

33  34  35  36  

37  38  39 

 

40  

41  42  

 

43 

  

 44  

45  46 

 

47  48  

49  50  51  52 

 

 

53  54      
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資料２ モノクロ 

 

モノクロ モノクロ反転 
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資料３ 諮問文 

 

 

２嘉教総第５９９号 

令和３年３月２日 

 

 碓井中学校区義務教育学校開校準備委員会 

        会    長      殿 

 

嘉麻市教育委員会    

 

 

碓井中学校区義務教育学校開校準備について（諮問） 

 

 

 本市の学校施設整備につきましては、平成３０年度の嘉麻市学校施設整備審議会

での議論を踏まえ、小中一体型校舎による施設整備を進めてまいりました。また、小中

一体型校舎における最良の教育方法についても検討を進め、令和２年２月に嘉麻市

教育基本方針を策定し、小中一貫教育の導入及び小中一体型校舎が整備された中

学校区においては、義務教育学校とする方向性を決定してまいりました。 

なお、令和３年２月１０日の臨時議会において、碓井中学校区の施設整備に係る契

約議案が可決され、施設整備が本格的にスタートいたしました。 

これからは、令和５年４月の義務教育学校開校に向け、地域の学校として皆様に愛

される学校となるよう、様々な準備を進めていかなければなりません。 

嘉麻市教育委員会では、義務教育学校の開校準備に係る下記の事項に関し、貴

委員会のご意見を賜りたく諮問させていただきます。 

 貴委員会におかれましては、末永く地域に愛される学校となりますよう、学校・家庭・

地域住民の声を幅広く反映させ、答申いただきますようお願い申し上げます。 

 

 

記 

 

            ・ 義務教育学校の名称に関する事項 

            ・ 義務教育学校の校章に関する事項 

            ・ 義務教育学校の校歌に関する事項 

            ・ その他義務教育学校の開校準備に関する事項 
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資料４ 開校準備委員会開催経過 

 

回数 開催日 主な内容 

 

 

第１回 

 

 

令和３年 ３月１６日（火） 

○会長及び副会長選出 

○諮問 

○教育委員会の取組について 

○開校準備委員会の審議内容について 

○学校名称に関する事項について 

○その他 

 

第２回 

    

  ６月２８日（月） 

○学校名称応募結果について 

○学校名称の選定について 

○その他 

 

第３回      ７月 ９日（金） 

○学校名称の選定について 

○中間答申（案）について 

○その他 

 

第４回 

    

 １０月１２日（火） 

○義務教育学校名称の決定について 

○校章について 

○校歌について 

○その他 

 

第５回     １１月１９日（金） 

○校歌について 

○校章について 

○開校及び閉校に関する事業について 

第６回 

（書面） 

 令和４年１月２７日（木） 

～２月  ６日（日） 

○校章デザイン案の選定について 

○その他 

第７回 

（書面） 

    ２月２４日（木）   

～３月 ６日（日） 

○校章デザイン案の選定について 

○その他 

 

第８回 

     

 ５月１９日（木） 

○委嘱書交付 

○校章について 

○校歌について 

○その他 

第９回      ５月２７日（金） 

○校章について 

○校歌について 

○その他 

第１０回      ７月１３日（水） 

○校章について 

○校歌について 

○その他 

第１１回 ７月２６日（火） ○答申 
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資料５ 開校準備委員会委員名簿 

 

選出範囲 所属 氏名 備考 

学識経験者 教育公務員経験者 
犬丸 英二 

（第１回） 

 

 

 

 

 

保護者の代表者 

 

碓井中学校 PTA 

田中 眞美 

（第１回～第７回） 

田中 小織 

（第８回～第１１回） 

 

碓井中学校 PTA 大山 晴美  

碓井小学校 PTA 髙松 美紀 副会長 

碓井小学校 PTA 

田中 小織 

（第１回～第７回） 

姫嶋 雅也 

（第８回～第１１回） 

 

 

公共的団体が推薦

する者 

碓井地区行政区 末吉 進一 会長 

碓井地区行政区 松隈 進  

青少年育成住民会議

碓井支部 
中村 一宏  

その他教育委員会

が必要と認める者 

碓井中学校推薦 永田 秀彦  

碓井小学校推薦 坂田 雅量  

 

 

嘉麻市立小中学校

の代表者 

碓井中学校 

松岡 琢磨 

（第１回～第７回） 

坂田 続穂 

（第８回～第１１回） 

 

碓井小学校 

藤井 久仁子 

（第１回～第７回） 

大庭 正ニ郎 

（第８回～第１１回） 

 

 


